
第4回は、この秋に肥田地区にオープンした
「IKOT」さんへ！天井高もあるのびのびとし
た空間も、個別の話し合いもできる落ち着い
た空間もある会場で、お互いを知るワークに
取り組んだり、各チームに分かれてじっくり
それぞれのアイデアを検討したりしました。

アイデアをぐ～んとのばそう！
チームワークを高め、ここから
具体的な活動がスタートします！

アイデアをぐ～んとのばそう！
チームワークを高め、ここから
具体的な活動がスタートします！

今日の会場について

＠土岐市教育支援センター IKOT (肥田) 参加者26名

第3回に参加できなかった人たちを対象に、
オンラインでふりかえりと共有の機会を設け
　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

フォローアップミーティングも開催しました

教育支援センター「IKOT・いこっと」
　　　　　　　　　　　　子どもたちが安心して過ご
　　　　　　　　　　　　せるようにと土岐市が2024
　　　　　　　　　　　　年10月にオープンした多機
　　　　　　　　　　　　能型教育支援センター。さま
　　　　　　　　　　　　ざまな支援機能を集約し、
　　　　　　　　　　　　園、小・中学校、市、こども
　　　　　　　　　　　　家庭センターなどの関係機関
　　　　　　　　　　　　の連携を強化し子どもたちの
個性や特性に応じたサポートを実現。愛称のIKOTには、
「教育や家庭生活の悩みがあれば気軽に相談に来てほし
い」という思いが込められている。さらに、日本語が話
せない外国人の子どもたちの支援機能も有している。



はじめに /のび体操っ！
今回はののび体操は。「さとー」さん。
のび～る体操だけでなく、童謡「うさ
ぎとかめ」を歌いながら左右別々に手
を動かす体操も！ちぐはぐな自分たち
の動きに笑いも多く起こりました。

IKOTさんのお話を聴こう
続いて、本日の会場である土岐市教育支援センター「IKOT
（いこっと）」について、施設長の保母さんからお話を伺い
しました。IKOTには、①不登校
支援機能 ②教育相談・検査・家
庭児童相談機能 ③外国人児童・
生徒支援機能 の3つのサポート
があり、それぞれに専門職員の
方もいらっしゃるそうです。

風船列車で
チームワークを高めよう！
これからチームに分かれての活動が始まるこ
ともあり、お互いを知るためのゲームとして
風船列車に取り組みました。1列になり前の
人とのあいだに風船をはさみます。それを落
とさずに早く進めるよう、順番や掛け声など
作戦を練って競い合うゲームです。ゲームを
通じてお互いの性格や役割が見えてきます。

各チームから、これからの活動について
現在のアイデアを話してもらいました。

思いの共有タイム

前回生まれた4つのチームに分かれてそれぞれのアイデアをのばしていきます！

「アイデアをぐ～んとのばそう」

ミュージカルで土岐をつなごう！！

過去、現在、未来の土岐をつなごう！！

たのC！で土岐をつなごう！

おいC！で土岐をつなごう！
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土岐市は、泉西小で毎年ミュージカルをしていたり、少年
少女合唱団があったりと、「歌う」ことになじみのあるまち。
そんな土岐市でこのチームが目指したいのは、音楽のパワー
で土岐市に関わる全世代のヒトたちを幸せにする「ココロ
トキメクミュージカル」の実現。楽しさ、嬉しさ、ワクワ
クだけでなく、次に参加したいという気持ちや仲間づくり
にもつながるミュージカルでありたい。また関わる人自身
の成長（のびしろ）にもつながるものでありたい。土岐市
から外に出ている人や、現場に来るのが難しい人も参加で
きるよう映像参加などのアイデアも検討したい。

話し合いの内容（一部）

「やってきたことの復活」をテーマに、過去と今と未来をつ
なぐイベントを考えている。ただ、以前のイベントや活動
をそのままを復活させるのではなく、身の丈に合ったイベ
ントにリサイズして実施したい。実施したいと思う活動は、
「あかりの夕べ」と「（駅前）盆踊り」。イベント実施時には、
合わせてナイトマーケットなどもできたらいい。盆踊りも
イベント開催時の 1 つのコーナーとしてであれば実施でき
るのではないか。過去と現在をつなぐため、各地区にいらっ
しゃる達人の方から昔のお話をお聞きしたり、現在踊りを
している団体の方との協働もしていきたい。

話し合いの内容（一部）

『子どもたち』『夢』『土岐愛』をキーワー
ドに、まちを愛する姿、楽しんでいる姿、
そんな大人の姿を子どもたちに見せるこ
とで、子どもたちにも夢をもって土岐を
大切に想う心を育ててもらいたい、とい
う気持ちを大切にしたい。そこで、未来
の土岐市を担う子どもたちを対象にした
『やってみよう！マルシェ』を開催したい
と考えている。まだマルシェの具体的な
内容については決まっていないが、モノ

話し合いの内容（一部）

「土岐市の新しい名物をつくろう」という思いを持って話し
合いを進める中で、「土岐市の学校給食はおいしい」という
意見が出てきた。現役世代からのこうした声を後押しに、
70 周年では「給食」をテーマとした活動を展開していくこ
とに。給食は、土岐市の中で「過去から受け継がれてきた
もの」でもあり、70 年前の給食はどんなものだったのかを
調べたり、各世代で給食トークをしたり、世代を超えて楽
しむことをしていきたい。また、「みんなでつくる・みんな
で食べる」ことも大切にし、他のまちにはないC級（＝コミュ
ニケーション、コミュニティ）グルメになってほしいとい
う願いのもと、多世代が集い、つくり、話し、楽しめる場
もつくっていきたい。

話し合いの内容（一部）

ではなく、活動が集まったマルシェのようなものをイメージしている。お金ではなく、「ありがとう」
が循環していくような形はないか。ありがとうがいっぱいな新しいつながりが生まれると嬉しい。



主催 / 土岐市　協力 / 70 周年プロジェクトチーム

運営メンバーよりコメント
チームにはいろんな役割の人が必要です。例えば、連絡をして
くれる人や、お菓子を持ってきてくれる人、雰囲気を和ませて
くれる人など。今日は風船列車というゲームでしたが、活動や
ゲームを通じて自身の役割だったりチームののびしろが見えて
くるとより楽しくなってくると思います。

のびしろPHOTO


